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日野市のこれまでの取り組み
と食を取り巻く現状・課題 

第２章 
 

 

 

１ 日野市のこれまでの取り組み 

家庭における食育は「食育の原点」であり、重要かつ基礎的な食育の場です。第２期日野市

食育推進計画では、未来を担う子どもたちへの食育の推進は、すべての食育の基礎となること

から重点推進事業として推進してきました。 

関係各課において、様々な取り組みを実施するなかで、市における子どもの食育については

定着してきたと考えられ、重点である子どもの食育は、概ね推進することができました。今後

は、子どもの食育を引き続き推進するとともに、子どもから高齢者まであらゆるライフステー

ジについて食育を展開していく必要があります。 
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２ 日野市の食を取り巻く現状と課題 

（１）望ましい食習慣の形成と共食の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

我が国では、急速な経済発展に伴う生活水準の向上や、食を取り巻く社会環境の変化のな

かで、がんや高血圧、糖尿病などの生活習慣病が増加するなど、疾病構造も大きく変化して

おり、日野市においても同様の傾向にあります。こうしたなか、市民が生涯にわたって健全

な心身を培い、豊かな人間性を育むためには、子どもから成人、高齢者に至るまで、すべて

の年代に対してライフステージを通じた食育を推進することが重要です。 

市民アンケートでも「食生活・食習慣の改善」が最も重視されています。 

ライフステージを通じた食育の推進にあたっては、子どもの頃から、保護者が「食」につ

いての正しい知識や適切な調理技術を身につけ、家庭での食育を担っていくことが重要であ

り、子どもの朝食欠食などをなくしていくため、望ましい食習慣を身につけていくことが必

要です。 

 

【食育として大切だと思うこと】 

問 「食育」として大切なことは何だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 981 ％

食生活・食習慣の改善

食品の安全性

食を通じたコミュニケーション

食事に関するあいさつや作法

地元産の食材の利用、地産
地消を進めること

子どもに対する食育

自然の恩恵や生産者等への
感謝・理解、農林漁業等に関
する体験活動

環境との調和、食品ロスの削
減や食品リサイクルに関する
活動

郷土料理、伝統料理等の優
れた食文化の継承

その他

無回答

81.9

62.7

31.4

24.6

28.4

59.0

29.1

30.1

22.8

2.0

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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家族規模の縮小が進み、個々のライフスタイルが多様化するなかで、小中学生においても

１人で食事をとる子どもや食事を楽しいと感じていない子どもが見受けられます。家族や友

人等とともに食事づくりや食事をとることでコミュニケーションを図り、豊かな心が育まれ

るよう、共食（注２）ができる環境をととのえていく必要があります。 

また、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、食の多様化により、日本の食文化の特

色が徐々に失われつつあります。多様な日本の食文化を継承していく上で、食事づくりや食

事をする機会を増やし、交流を通じた食文化を継承する機会を充実させていくことも必要で

す。 

 

【小中学生の食事の状況】 

問 平日（学校のある日）は、だれと食事をしていますか。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【小中学生の食事の感じ方】 

問 毎日の食事は楽しいですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1383 21.9 41.8 29.4

2.2 2.9 0.7

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 1403 33.6 38.8 20.9

2.2 1.9 1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

朝食 1383

夕食 1383

33.0 26.6

11.110.1 69.4

34.3

9.3

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

朝食 1403

夕食 1403

15.5 27.9

9.8
3.2

73.2

47.5

13.8

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜小学生＞ 

＜中学生＞ 

ひとり

自分と兄弟姉妹など（こどもだけ）

自分と大人

無回答

＜中学生＞ 

＜小学生＞ 

とても楽しい

楽しい

どちらともいえない

楽しくない

全く楽しくない

その他

無回答

（注２）共食 

一人で食べるのではなく、家族や友人、職場の人や地域の人など、誰かと共に食事をすることです。 
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【共食の状況】 

問 食生活において次のことをどの程度意識していますか。（できるだけ家族や仲間とそろって食

事をとるようにしている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）健康に配慮した食生活の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

食生活は、生命を維持し、健康で幸福な生活を送るために欠くことのできない営みであり、

多くの生活習慣病の予防のほか、生活の質の向上などの観点からも、適切な量とバランスの

よい食事をとることは重要です。 

大学生や 20～30 歳代の朝食の欠食が多く、食生活の面で他の世代より課題が多いことが

うかがえます。さらに、20～30 歳代はこれから親になる世代でもあるため、若い世代に対

する生活習慣の改善に対する働きかけをしていくことが必要です。 

 

  

N = 981 33.6 31.1 16.3 9.9 7.0 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意識している やや意識している どちらともいえない

あまり意識していない 意識していない 無回答
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【年代別の朝食の摂取状況】 

問 あなたは朝食を食べていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大学生の朝食の摂取状況】 

問 朝食を一週間のうちどれくらい食べていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 236 61.0 11.9 11.4 8.5 6.8 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日食べる 週に５～６日食べる 週に３～４日食べる

週に１～２日食べる 全く食べない 無回答

毎日食べている 週に５～６日食べている
週に３～４日食べている 週に１～２日食べている
ほとんど食べない 無回答

N =

10歳代 20

20歳代 101

30歳代 173

40歳代 171

50歳代 136

60歳代 189

70歳以上 189 95.8

92.1

80.9

82.5

74.0

60.4

75.0

8.8

3.5

7.5

11.9

10.0

2.6

1.6

2.9

4.7

5.8

9.9

5.0

2.1

2.9

0.6

5.2

7.9

10.0

0.5

3.2

4.4

8.8

7.5

9.9

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

981 82.7 4.6 4.3

2.9

5.2 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 
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日々の食生活のなかで、農林水産省と厚生労働省により作成された「食事バランスガイド」

（注３）などを活用し、栄養バランスのとれた食生活の実践に向けた働きかけが必要です。 

特に、野菜を多く食べることは、体重コントロールに重要な役割があることや、生活習慣

病の予防に効果があると言われています。 

市民アンケートでは、野菜を毎食食べる人は半数以下となっており、1 日に必要な量の野

菜を摂取できている人は少ない状況です。また、1 歳 6 か月児健診では、子どもに毎食野菜

を与えている保護者は 5 割を下回っています。1 日に必要な摂取量の提示や、野菜を多く摂

取できる方法を伝えるための働きかけが必要です。 

 

 

【食事バランスガイドの認知状況】 

問 あなたは「食事バランスガイド」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 981 45.5 14.5 36.3 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（注３）食事バランスガイド 

食生活指針を具体的な行動に結び付けるものとして、１日に「何を」「どれだけ」食べたらよいか、望ましい食

事の摂り方やおおよその量をわかりやすくコマ型のイラストで示したものです。 

知っている 参考にしている 知らない 無回答
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【野菜の摂取頻度】 

問 １日にどれくらいの頻度で野菜を食べていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

【野菜の摂取量】 

問 １日にどれくらいの量の野菜を食べていますか。 

 

 

 

 

 

 

※１日に必要な野菜量は両手山盛りいっぱいの 350g です。 

 

【野菜を毎食食べない理由】 

問 野菜を毎食食べない方におたずねします。あなたが野菜を毎食食べない理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 981 12.5 36.2 34.9 10.8

3.5 1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎食食べる 1 日2 回

１日1 回 １回も食べない日もある

１回も食べない日がほとんど その他

無回答

N = 591 ％

調理や片付けが面倒だから

調理や食べる時間がないか
ら

野菜が苦手だから

家族が嫌いで食べないから

調理方法が良くわからない・
調理ができないから

価格が高いから

食べなくても問題ないと思う
から

その他

無回答

6.4

12.2

3.2

1.4

2.4

6.1

4.7

4.9

65.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

片手半分くらいの量 片手1 杯くらいの量 両手1 杯くらいの量

両手山盛くらいの量 両手山盛以上の量 まったく食べない

無回答

N = 981 39.0 32.3 19.7 7.4

0.5 0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【食事のときに子どもに野菜を与える頻度】 

問 食事の時に野菜を与えますか。（１歳６か月児健診） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、国内外で食品表示の偽装や食中毒などの食品の安全や信頼を揺るがす事件や事故が

生じており、食品の安全性に関する市民の関心は高くなっています。食に関する情報が社会

に氾濫するなか、市民が食品の安全性をはじめとする「食」に関する知識と理解を深め、自

らの食を自らの判断で正しく選択できるようにしていくことが必要です。 

 

 

【食の安全への関心】 

問 あなたは食の安全について関心がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 981 32.6 58.7 4.6

1.0 1.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 424 5.4 47.4 45.5 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に関心がある どちらかといえば関心がある
どちらかといえば関心がない 関心がない
わからない 無回答

1日1回以下 1日2回 毎食 無回答
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（３）地産地消・旬産旬消の推進と環境への配慮 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

食育への意識を高めるためには、子どもの頃から、野菜等の農産物を育てる楽しさ、収穫

の喜びを知ることが重要となります。食に触れる体験機会を充実させていくため、生産者と

消費者との交流を図り、農業への理解と支援、「食」への関心を高めていくことが必要です。 

日野市の農業の現状を見ると、農家戸数や生産者数の減少、高齢化などの厳しい状況が続

き、経営耕地面積は減少しています。しかし、そのようななかでも学校給食における日野産

野菜の利用率は年々上昇し、平成 28 年度には「日野市みんなですすめる食育条例」がもと

める目標の 25％を達成しました。 

食材の旬や国産を意識して購入している人は多く、地産地消を旬産旬消（注４）と併せ、積極

的に推進していくことが必要です。 

 

 

【日野市の農家の状況】 

 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 

農家戸数 391 戸 371 戸 347 戸 300 戸 

経営耕地面積 157 ha 137 ha 123 ha 99 ha  

資料：農林業センサス 

 

【学校給食における日野産野菜の利用状況】 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

学校給食における日野

産野菜の利用率 

（金額ベース） 

16.9％ 17.9％ 21.3％ 23.2％ 
25.6％ 

25.1％ 

※６月（端境期）と 11 月（収穫期）の平均を金額ベースで算出     

※平成 28 年度上段は、日野産野菜に米を含む値、下段は米を除いた値 

資料：学校課 
 

日野産野菜利用率 ＝  

 
＜６月（端境期）と１１月（収穫期）の平均を金額ベースで算出＞ 

※日野産野菜利用率の算出方法について 

第１期・第２期日野市食育推進計画においては、日野産野菜利用率の計算に、野菜全般のほか、りんごなどの果物、卵、

米を含んでいましたが、第３期日野市食育推進計画（平成 29 年度）からは、『日野市みんなですすめる食育条例』にある

とおり、日野産野菜を「日野市内で生産される野菜（りんごなどの果物、卵を含む）」とし、米を含めず算出した値を利用

率としていきます。 

 

 

  

日野産野菜 

青果店から購入したもの＋日野産野菜 

（注４）旬産旬消 

地域で生産された旬な食材を旬な時期に消費するという意味です。 
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【食材の旬の意識】 

問 食生活において次のことをどの程度意識していますか。（食材の旬を意識している） 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年では、食品が食べられる状態で廃棄される「食品ロス」が問題になっています。自分

に適切な量を把握し、買い過ぎや作り過ぎに注意する必要があります。食べ物への「もった

いない」の気持ちを大切にして、自然への恩恵や生産者等への感謝の気持ちを育むことも必

要です。 

 

【食材の廃棄や食べ残しの減少】 

問 あなたは環境に配慮して次のことを実践したり、心がけたりしていますか。（食材の廃棄や食

べ残しを少なくするようにしている） 

 

 

 

 

 

 

  

N = 981 43.6 41.9 8.6 3.7

0.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 981 31.7 35.9 15.7 11.2 4.4 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している ある程度している どちらともいえない

あまりしていない していない 無回答

意識している やや意識している どちらともいえない

あまり意識していない 意識していない 無回答
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（４）食に関する情報提供の充実と食育を推進する体制整備 ● ● ● ● ● ● ● 

情報化が進んだ昨今、食についても健康食品や新しい食材などの情報が氾濫し、食に関す

る正しい情報を適切に選別し活用することが困難な状況も見受けられます。 

そのようななか、市民一人ひとりが健全な食生活を実現していくためには、食品の選び方

や適切な調理方法や保管の方法などの食に関する様々な知識を持ち、その知識を踏まえて行

動していくことが重要です。 

そのために、栄養のバランス、エネルギー（カロリー）などの市民が求めている情報が簡

単に取得できる仕組みや、適切な食習慣について自ら確認できるような情報環境の整備が求

められます。 

また、食育を地域に浸透させていくため、市民の生活に密着した活動を行っているボラン

ティアなどの取り組みが周知されるよう、活動の情報発信なども求められます。 

 

 

【食育の認知度】 

問 あなたは「食育」という言葉を知っていますか。 
※「食育」とは、心身の健康の基本となる、食生活に関するさまざま教育を行うことです。栄養のバラン 

 ス、調理法、食べ物の安全性に関する知識などを身につけることや、豊かな食生活を楽しむ力を育むこ 

 となどを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 981 10.6 47.4 34.0 5.9 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく内容を知っている
だいたい内容を知っている
内容はあまり知らないが、言葉は聞いたことがある
はじめて聞いた
無回答
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【健全で豊かな食生活のために必要な情報】 

問 あなたは、健全で豊かな食生活を送るために、どのような情報がほしいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育を国民運動として推進し、一人ひとりに実践してもらうためには、食に関する活動に

携わるボランティアや地域の関係団体などが果たしている役割は重要です。 

子どもだけでなく、若い世代に対しても、それぞれのライフステージに応じた食育を推進

するため、家庭や保育所・幼稚園・小中学校、大学、地域、行政等が連携し、それぞれの特

性を活かした食育の推進に取り組めるよう、地域における食育活動のネットワークを充実す

る必要があります。 

  

N = 981 ％

栄養のバランスやカロリーな
どについて

食の安全、食品表示などにつ
いて

農業生産や加工食品の製造
過程などについて

妊産婦、乳幼児から高齢者ま
で、各年代に応じた食生活な
どについて

生活習慣病や子どもの肥満
予防などについて

健康に配慮した料理の技術
や知識について

食育に関する講演会・イベン
トなどについて

生産体験ができる場所などに
ついて

食事のマナーについて

季節の行事食や郷土料理な
どについて

その他

特にない

無回答

49.9

56.8

19.7

23.6

23.3

34.7

4.9

5.6

8.1

11.3

1.1

3.8

7.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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食育に関する活動や行動をしている市民は４割ほどとなっています。また、実施している

内容は栄養バランスのとれた食生活の実践や、安全な食品の購入が多く、農業体験や地産地

消の実践などに及んでいないのが現状です。 

より多くの人が食育を実践できるよう、食育の輪を広げ、地域における食育活動を推進し

ていくことが必要です。 

 

【食育に関する活動や行動の実施状況】 

問 あなたは日頃から「食育」に関する活動や行動をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食育に関する活動や行動の実施内容】 

問 あなたがしている、「食育」に関する活動や行動の内容は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =　981 4.7 37.0 33.5 16.4 5.6 2.8
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積極的にしている するようにしている

あまりしていない したいと思っているが、実際にはしていない

したいとは思わないし、していない 無回答

N = 981 ％

栄養バランスのとれた食生活の

実践

安全な食品の購入

農業体験

食に関する伝統行事への参加

食生活の改善に関する勉強会

への参加

食に関わるボランティア活動へ

の参加

地産地消の理解と実践

その他

無回答
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